
人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来

● 主な記事
04　【Pick Up】わがまちのコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
06　【令和６年度】まちづくりアンケートの調査結果をお知らせします
11　アベリスツイスの高校生が与謝野町を訪問

12
2024

● 今月の表紙
令和６年度与謝野町文化祭（与謝野児童合唱団エンゼルハーモニー／裏面に関連記事）
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昨
年
の
12
月
と
比
較
し
て
、

新
た
に
２
５
０
商
品
以
上
の
地
場

産
品
が
返
礼
品
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
人
気
の
シ
ル
ク
・
織
物

製
品
に
加
え
、
ス
イ
ー
ツ
・
コ
ー

ヒ
ー
・
缶
詰
・
う
ど
ん
・
お
米
な

ど
の
食
品
も
大
幅
に
増
加
。
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
で
受
付
中
の
返

礼
品
が
倍
近
く
に
充
実
し
、
ま
ち

の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
を
お
求
め
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
左
下
の
各
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

与謝野町へのご寄附を
お待ちしています

返礼品が充実！返
礼
品
が
充
実
し
ま
し
た

地
区
（
自
治
会
）
や
団
体
を

直
接
応
援
で
き
ま
す

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
寄
附
の

使
い
道
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
寄
附
の
使
い
道
は
、
町
の

各
事
業
の
ほ
か
、
町
内
の
24
地
区

と
指
定
を
受
け
た
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
団
体
を
選
択
し
て
応
援
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
地
区
ま
た
は

団
体
を
一
つ
選
択
）。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
経
費
相

当
分
を
控
除
し
て
基
金
と
し
て
積

与謝野町では、ふるさと納税のご寄附を受け付けています。
返礼品を受け取ることができるのは、町外に在住の方（与謝
野町以外に住民税をお支払いの方）です。帰省中の皆さ
まなど、該当される方はぜひふるさと納税で与謝野町
をご支援いただき、返礼品をお求めください。

※ ふるさと納税の制度の詳細については、
町ホームページをご覧ください

問　企画財政課 ☎ 43-9015

● 海の京都コイン
京都北部７市町で、宿泊・飲食・
体験などに使用できる電子ギフ
トです。
※ 北部 7 市町に在住の方は、ふるさと納税で
は入手できません

● ふるなび
体験型の返礼品や特集記事が充
実しているサイトです。

公式 X で情報発信中！

@YosanoTown

ふるさと納税の新返礼品の情報などを与謝野町
公式Ｘ（旧 Twitter）で随時発信しています。
ぜひフォローください！

● ふるさとチョイス
掲載返礼品と自治体数 No.1 の
老舗サイトです。高島屋選定品
も掲載。

● さとふる
与謝野町の返礼品が最も多く掲
載されています。あとから選べ
るお礼品「お礼品交換チケット」
も便利！

● 楽天ふるさと納税
「楽天市場」と同じ簡単な手続
きで寄附が可能です。

ニーズにあわせて選べる！

ふるさと納税サイト

※ 

海
の
京
都
エ
リ
ア

京
都
府
北
部
７
市
町
（
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、

綾
部
市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
、
与

謝
野
町
）

み
立
て
、
各
地
区
・
団
体
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
支
援
制
度（
補
助
金
）

に
活
用
し
ま
す
。
寄
附
の
使
い
道

と
し
て
選
択
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

団
体
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

与
謝
野
町
で
飲
食
・
体
験
・

宿
泊
す
る
な
ら

「
海
の
京
都
コ
イ
ン
」

　

海
の
京
都
エ
リ
ア
（
※
）
以
外
に

在
住
の
方
で
、
与
謝
野
町
を
含
む

海
の
京
都

エ
リ
ア
に

来
訪
や
帰

省
し
、
飲

食・体
験・

宿
泊
を
す

る
方
に
は
、
返
礼
品
と
し
て
「
海

の
京
都
コ
イ
ン
」
が
お
す
す
め
で

す
。
お
店
や
宿
を
訪
れ
て
か
ら
そ

の
場
で
寄
附
す
る
こ
と
も
可
能
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
５
～
10
分
程

度
で
寄
附
が
で
き
、
寄
附
完
了
し

だ
い
即
時
発
行
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

使
え
る
電
子
ギ
フ
ト
で
す
。
海
の

京
都
エ
リ
ア
の
３
７
０
店
舗
以
上

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
京
都
府
北
部
７
市
町
の
共
通
返

礼
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
た
め
、

与
謝
野
町
以
外
の
海
の
京
都
エ
リ

ア
で
も
使
用
で
き
る
便
利
な
返
礼

品
で
す
。
帰
省
の
際
に
ご
家
族
や

ご
友
人
と
お
食
事
を
す
る
と
き
な

ど
、
海
の
京
都
エ
リ
ア
ご
訪
問
の

際
に
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

町内在住の方は返礼品をお受け取りできません
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わ
が
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

わ
が
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

野
田
川
・
岩
滝
地
域
の
各
校
に

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

Pic UpPic Up

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
学

校
の
こ
と
で
す
。
学
校
運
営
協
議
会

で
重
ね
た
熟
議
の
内
容
を
共
有
し
、

学
校
と
地
域
が
よ
り
一
層
連
携
を
深

め
、
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
が

力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組

む「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」と
、

学
校
と
地
域
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
行
う「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

の
一
体
的
な
実
施
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
昨
年
度
の
加
悦

小
・
中
学
校
学
校
運
営
協
議
会
に
続

き
、
今
年
度
は
野
田
川
地
域
、
岩

滝
地
域
の
各
校

（
橋
立
中
学
校

を
除
く
）
に
学

校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
運

用
を
開
始
し
ま

し
た
。 地

域
と
学
校
が

一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
に

よ
り
良
い
教
育
を

　

与
謝
野
町
で
は
、
地
域
の
方
々
に
主
体
的
に
学
校
教
育
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
以
前
か
ら
地
域
と
学
校
と
の
協
働
・
連
携
が
あ

り
ま
す
。
各
小
・
中
学
校
で
は
、
地
域
人
材
や
財
産
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
今

年
度
に
行
な
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

問　

社
会
教
育
課 

☎
４
３
・
９
０
２
６

　
こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
、
学
校
の

教
育
状
況
の
理
解
、
児
童
・
生
徒
・

地
域
の
状
況
に
つ
い
て
交
流
を
進

め
、
地
域
で
の
子
育
て
の
成
功
事
例

か
ら
本
質
を
学
び
、
学
校
教
育
に
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
で
培
っ
た
力
を
地
域
の
行
事
へ

の
参
加
や
、
地
域
の
方
と
の
触
れ
合

い
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
子

育
て
協
働
の
共
有
、
成
功
の
共
有
の

取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
予

定
で
す
。

地
域
の
強
み
と

学
校
の
強
み
を

子
育
て
に
つ
な
げ
る

　
橋
立
中
学
校
は
、
与
謝
野
町
と
宮

津
市
と
の
組
合
立
の
中
学
校
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

運
用
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
般
、
両
市
町
で
の
調
整
が

で
き
、
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
運
び

に
な
り
ま
し
た
。

橋
立
中
学
校
は

令
和
７
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
し
ま
す

今 、 学校が抱えている子どもたちの現状について、地域と学校が
一緒になって考え、子どもたちの将来に向けて課題を解決して

いこうという立場に立って意見を述べ、地域の人材や財産を活用した
事例です。

「どんな子どもを育めばよいか？」
出席委員の一人ひとりが「こんな子どもに
育ってほしい」という意見を出し合い、地域
の方が考える子ども像、学校がめざしている
子ども像を重ね合わせ、三河内の子どもの未
来像を共有。未来を担う子どもたちの豊かな
成長のために「どのような子どもを育てるの
か」「何を実現していくのか」という目標や
ビジョンを共有するコミュニティ・スクール
の根幹となる話し合いになりました。

三河内小学校 － 第１回学校運営協議会で子どもの未来像を共有 －

マラソン大会前、コース沿いはうっそうとし
た草が左右を覆い、毎年、走る子どもたちの
妨げになっています。学校運営協議会では、
子どもたちの力を最大限引き出せるようにと

「草刈りをしてコースの環境を整備しよう」
となり、コース沿いの刈り取られた草を地域
の方々と子どもたちで取り除く作業を実施。
大会当日は、広くなったコースを子どもたち
は力いっぱい駆け抜けました。

山田小学校 － マラソン大会前のコースの整備 －

地 域の力をいかした教育活動を行なうことで、子どもの学びが充実します。また、
学校を核とした子育て世代と地域の方々との一層のつながりにより、安心・安

全な地域がつくられ、地域みんなで子どもを育ててもらえるという安心感も生まる事
例です。

コミュニティ・
スクールの

学校運営協議会では、学校教育目標の「3 つ
の『あ』（あんぜん・あいさつ・ありがとう）」
から、「あんぜん」を柱に活動を進めること
になりました。子どもの安全は第一であると
の共通理解の下、夏季休業中の校地除草への
参加、走路員としてマラソン大会の安全確保
を地域に呼びかけました。マラソン大会当日
は、保護者をはじめ長寿会などの多くの方の
応援を受け、安全に走ることができました。

岩滝小学校 － マラソン大会当日の安全確保に地域の協力 －

意
見
出
し
を
す
る
学
校
運
営
協
議
会
の
様
子

刈
り
草
を
集
め
る
児
童
と
地
域
の
方
々

地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
力
い
っ
ぱ
い

走
る
児
童
た
ち

上／きれいになったマラソン大会のコースを走る山田小学
校の児童たち
下／マラソン大会で子どもたちが安全に走れるように見守
る岩滝小学校の保護者や地域の方々

動活 紹 介

55　　　　　　広報よさの DECEMBER 2024広報よさの DECEMBER 2024 44広報よさのNo.226広報よさのNo.226



【
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
】

【
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
】

調
査
結
果
を

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

　令和５年度から８年度までのまちづくりの指針として「第２次与謝野町
総合計画・後期基本計画」を策定しました。与謝野町を誇りに思えるよう
に 20 年先、30 年先を見据えた未来志向のまちづくりをさらに進めてい
くため、住民の皆さんが今、どのように感じておられるのかを把握するこ
とを目的に、無作為に選んだ 2,000 人の方を対象にアンケートを実施し
ました。今月号では、主な項目について調査結果の概要を紹介します。

令和６年度令和６年度

アンケート調査のアンケート調査の概要と回答者の内訳概要と回答者の内訳
● 調査対象
● 調査方法
● 期 間
● 回答状況

15 歳以上の町民から 2,000 人の方を無作為に抽出
郵送による配布および回収（オンライン回答可）
令和６年８月９日（金）～９月 10 日（火）

【回答数】651 件（うち、インターネット回答 101 件）
【回答率】32.6％
※ 前回の令和５年度調査 …【回答数】643 件【回答率】32.2％

○ 満足・やや満足 BEST 5
安心・安全に暮らせる地域づくり 39.8％

元気な体づくりの推進 31.9％

快適で暮らしやすい生活環境づくり 31.2％

新たな命の誕生を応援 30.2％

地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 30.4％

まちの魅力を活かした観光振興

見える・聞こえる・言えるまちづくり

まちの魅力を活かした移住・定住の促進

未来を見据えた行財政運営

魅力ある働く場の創出 55.9％

51.2％

48.7％

43.2％

46.2％

与謝野町がこれまで進めてきたまちづくりの満足度

× 不満・やや不満 BEST 5

調
査
結
果
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

これから進めるまちづくりについて特に力を入れる施策 BEST 10

　特に力を入れる施策では、昨年と同様に「魅力
ある働く場の創出」が最も多く、世代別にみても

全世代で最も多くなっています。次いで「未来を
見据えた行財政運営」となっており、この項目
は昨年から 9.6 ポイント増え、６位から２位に上
がってきました。

「未来を見据えた行財政運営」が増加

問　企画財政課 ☎ 43-9015

性別

男性
44.1％

女性
54.7％

未回答
1.2％

15-19 歳 4.6％
20 歳代 4.6％未回答 0.6％

50 歳代
17.2％

60 歳代
18.3％

70 歳以上
37.0％

年齢

30 歳代 6.6％

40 歳代
11.1％

地域のまちづくりに参加したことがある

　「地域の花いっぱい運動や清掃・美
化活動」が最も多く 27.3％、次いで「地
域の交通安全や防災・防犯活動」が
23.8％、「リサイクル活動や省資源活
動」が 18.9％となっています。

ご回答ありがとう
ございました

57.8％

誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進33.6％

まちの魅力を活かした移住・定住の促進まちの魅力を活かした移住・定住の促進33.3％

21.7％ 挑戦が生まれる風土づくり挑戦が生まれる風土づくり

23.7％ 新たな命の誕生を応援新たな命の誕生を応援

23.3％ 健康・福祉を支える人財の育成と確保健康・福祉を支える人財の育成と確保

22.7％ まちの魅力を活かした観光振興まちの魅力を活かした観光振興

28.7％ 快適で暮らしやすい生活環境づくり快適で暮らしやすい生活環境づくり

28.4％ 安心・安全に暮らせる地域づくり安心・安全に暮らせる地域づくり

魅力ある働く場の創出

特にない

地域の花いっぱい
運動や清掃・美化
活動

27.3％

40.2％

森林や河川など
自然環境の保全活動

高齢者や障害者を
介助・支援する活動

育児ボランティアなど、
子育て支援活動

歴史や伝統行事などを
守り育てる活動

リサイクル活動や
省資源活動

子どもや青少年の
健全育成活動

スポーツ活動の
指導・支援

文化・芸術活動の
指導・支援

地域の交通安全や
防災・防犯活動

町の各種審議会・
委員会等への参画

14.6％

11.1％

4.9％

13.8％

18.9％

16.3％

11.1％

9.1％

23.8％

11.8％

「地域のまちづくりに参加した
ことが特にない」が増加

未来を見据えた行財政運営 34.6％

　一方で「特にない」が 40.2％と「地
域の花いっぱい運動や清掃・美化活動」
よりも多くなっています。地域のまち
づくりに参加しなかった（できなかっ
た）理由としては、「興味はあるが、
日々の生活の中で時間がとれない」が
44.7％と最も多くなっています。前
回調査と比較して、「興味があり、比

較的時間もあるが、参加の仕
方がわからない」が 16.8％と
3.7 ポイント増加しています。
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与
謝
野
町
と
与
謝
野
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）

で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
事
業「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
支
え
合

い
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
中
で
の
調
整

役
と
な
り
、
住
民
同
士
が
地
域
の
こ
と

や
お
互
い
の
こ
と
を
知
り
、
地
域
で
助

け
合
う
関
係
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り

を
話
し
合
う
場
を
つ
く
り
、
地
域
の
困

り
ご
と
や
地
域
に
あ
る
資
源
、
地
域
に

必
要
な
資
源
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
持

ち
寄
り
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
で

話
す
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
す
の

は
、
社
協
で
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
担
う
長な

が
し
ま島

悦え
つ

子こ

さ
ん
。
地
域
住

民
主
体
の
支
え
合
い
の
活
動
が
新
た
に

始
ま
っ
た
り
、こ
れ
か
ら
も
続
い
た
り
、

広
ま
っ
て

い
く
こ
と

を
応
援
し

て
い
ま

す
。

地域で支え合う
むらづくりの推進

― 

多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

―

わ
た
し
た
ち
の

身
近
な
暮
ら
し
に
あ
る

「
助
け
合
い
、
支
え
合
い
」

シリーズ阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
を
交

流
の
場
に
―
―
。「
岩
滝
長

寿
会
連
合
会
・
若
手
部
」
が

中
心
と
な
り
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た

『
シ
ー
サ
イ
ド
サ
ロ
ン
あ
そ
』
は
、
今

年
で
10
年
、
通
算
56
回
の
開
催
を
数
え

ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
お
供
に
み
ん
な
で

集
い
、
地
域
の
文
化
や
芸
能
に
触
れ
、

地
域
の
い
い
も
ん
・
美
味
し
い
も
ん
を

堪た
ん

能
す
る
。
時
に
は
体
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
場
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
、
１
日
楽
し
め
る
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
と
人
が
つ
な
が
る
場
や
、
つ
な

が
っ
て
い
く
機
会
が
減
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
シ
ー
サ
イ
ド
サ
ロ
ン
あ
そ
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
、
安
全
で
安
心
し
て
住

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
元
気

の
出
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
」
と
長
寿

会
会
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
ま

す
。

　

各
種
団
体
、
福
祉
や
看
護
関
係
者
、

行
政
な
ど
、
多
様
な
主
体
と
協
力
・
連

携
し
た
交
流
の
場
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。

話す場の様子（岩滝地域）

農村RMO農村RMO

与
謝
・
滝
・
金
屋
エ
リ
ア
は
、

水
が
豊
富
で
肥
沃
な
農
地
が

広
が
り
、
日
本
酒
の
酒
蔵
も

あ
る
地
域
で
す
。
近
年
、
地
域
の
担
い

手
が
減
少
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

が
浮
上
し
て
き
て
い
る
中
、「
与
謝
地

域
山
村
活
性
化
協
議
会
」
が
地
域
ぐ
る

み
で
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
農
業
団
体
や
地
域

の
事
業
者
、
社
会
福
祉
法
人
、
観
光
協

会
、
各
地
域
の
区
長
な
ど
の
多
様
な
主

体
で
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
得
意

を
い
か
し
、
地
域
内
外
の
交
流
と
活
気

を
生
む
「
秋
の
大
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト

（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）」
の
開
催
の

ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
田
の

見
回
り
や
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
発
信
、
農
地
を
活
用
し
た
「
市
民

農
園
」
な

ど
に
取
り

組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　住み慣れた地域が「いつまでも暮らしやすく、これか
らも住み続けたい」と、皆さんが感じられる地域社会を
めざし取り組まれてきた事例を３回シリーズで紹介して
います。
　シリーズ２回目となる今回は、多様な主体が強みや得
意をいかした協働事例を取り上げました。
※ 前回は広報よさの８月号（No.222）に掲載しています

問　企画財政課 ☎ 43-9015

農地をみんなでシェアする市民農園

事例  1

地域住民の
交流づくり
シーサイドサロンあそシーサイドサロンあそ

事例  2

お互いさまの
支え合い

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

事例  3

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
「
シ
ー
サ
イ
ド
サ
ロ

ン
あ
そ
」。
地
元
中
学
校
の
演
奏
、
伝
統
芸
能

や
ダ
ン
ス
の
披
露
、
健
康
相
談
、
飲
食
ブ
ー
ス

の
開
設
な
ど
、
毎
回
工
夫
を
こ
ら
し
た
内
容
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

４
月
～
10
月
の
第
４
土
曜
日
に
開
催
（
７

月
と
８
月
は
休
み
）

丹後の地域活動
紹介の動画

（Youtube）

与謝地域山村活性
化協議会の紹介

（アグリサイクル）

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

（Region　

M
anagem

ent　

O
rganization

）

複
数
の
集
落
の
機
能
を
補
完
し
て
、
農
用
地
保
全
活
動
や

農
業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併
せ
て
、
生
活
支
援
等
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
う
組

織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）
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与
謝
野
・
ア
ベ
リ
ス
ツ

イ
ス
友
好
協
会
と
与
謝
野

町
で
は
、
10
月
26
日
か
ら

11
月
１
日
ま
で
の
７
日

間
、
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
高
校

生
５
人
と
町
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
８
人
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
、
与
謝

野
町
内
の
ご
家
庭
へ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
中
学

校
・
高
校
で
の
交
流
に
加

え
、
ち
り
め
ん
街
道
の
見

学
や
手
織
体
験
な
ど
を
と

①弓道体験をする訪問団
②手機でコースターを作る高校生
③加悦中学校の生徒との交流
④宮津天橋高校加悦谷学舎の生徒との
交流

【 アベリスツイス高校生訪問団が与謝野町に 】

平和と友情の架け橋を
永遠に…。

－ ５年ぶり 14 回目の受け入れ －

昨
年
に
は

友
好
協
定
を
締
結

大江山運動公園内の慰霊碑に献花をしたアベリスツイス高校生訪問団の皆さんと与謝野・アベリスツイス友好協会の方々

お
し
て
、
日
本
文
化
の
体

験
や
地
場
産
業
で
あ
る
織

物
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
訪
問
団
は
町
内

の
美
し
い
風
景
や
食
の
豊

か
さ
、
人
々
の
温
か
い
お

も
て
な
し
に
終
始
感
激
さ

れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
広
島

平
和
記
念
資
料
館
と
原
爆

ド
ー
ム
な
ど
を
訪
れ
、
本

事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
平
和
の
大
切
さ
も
学
ば

れ
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
本
町
の
高
校

生
が
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を

訪
問
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
交
流
を

深
め
、
こ
の
平
和
が
永
遠

に
続
く
よ
う
に
と
い
う
願

い
を
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
託
し
て
い
き
ま
す
。

　
与
謝
野
町
と
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
と
の
交
流
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本

軍
の
捕
虜り

ょ

と
な
り
、
大
江

山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
で
労
働

を
強
い
ら
れ
た
英
国
軍
兵

士
の
故
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ

ン
ス
さ
ん
が
、
昭
和
59
年

に
旧
加
悦
町
を
訪
問
し
、

大
江
山
運
動
公
園
内
に
平

和
を
願
う
慰
霊
碑
を
建
立

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
か
ら
は
友
好

の
架
け
橋
と
し
て
高
校
生

の
相
互
派
遣
交
流
を
進

め
、
さ
ら
に
、
令
和
５
年

に
は
山
添
町
長
が
ア
ベ
リ

ス
ツ
イ
ス
を
訪
問
し
友
好

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

年
々
交
流
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

④

③ ②

①

全
国
で
活
躍
す
る
よ
さ
の
人
た
ち
２
０
２
４　

― Vol.05　

―

Close UpClose Up
クローズアップ

よさののアスリートたち、
いざ全国へ。

た けびしスタジアム京都において「日本マスターズ陸上競技選手権 2024 京都大会（９月 21 日～ 23
日）」が開催されました。与謝野町からは、岡田守さん、上

う え や ま

山 庄
しょう

助
す け

さん（幾地／【M75】200m ４位）、
小

お ば せ

長谷恵
け い

子
こ

さん（三河内／【W70】４× 400m リレー  優勝）、佐
さ さ き

々木和
か ず

代
よ

さん（明石／【W45】400m 優勝）、
平
ひ ら

井
い

琴
こ と

加
か

さん（四辻／【W40】1500m ３位）の５人が出場。80 歳を超えても挑戦を続ける岡田さんに大会
の感想などを伺いました。

日本マスターズ陸上競技選手権 2024 京都大会
【M80】４× 400 ｍリレー 優勝、100 ｍ出場

岡
お か

田
だ

 守
まもる

さん（三河内）

　旧野田川町の駅伝競争大
会や運動会への参加をきっ
かけに陸上を始め、40 歳代
からマスターズ陸上に出場
してきた岡田さん。昨年、
大病を患い片方の腎臓を摘出。手術後、落ち込ん
でいたとき「一緒にリレーを走ろう」と誘われ、

「腎臓を一つ取っても走れる姿を見せたい」と思
い出場を決意。４年ぶりとなるマスターズ陸上は
100ｍと4×400mリレーの２種目で出場し、「リ
レーでの出場は初めてだった。次の走者にバント
を渡したときの達成感は今でも忘れられない」と
充実した表情を浮かべ大会を振り返ります。
　「継続は力なり」という言葉が好きで、84 歳を
迎えても体づくりのために日々のウォーキングや
ジョギング、冬場の縄跳びを欠かさない岡田さん。

「何事も続けることが大切で、続けていれば結果
がついてくる。来年も出場できるように頑張りた
い」と話してくれました。

　昨年の京都府大会の結果をもとに、３種目で念
願の全国大会出場を手にした石河さん。「印象に
残っている種目はリレー」と言い、府内の違う学

校の選手と走るため、月２回の合同練習でバトン
渡しがスムーズにできるように取り組んできまし
た。迎えた全国大会は緊張しながらも練習の成果
を発揮し、スムーズなバト
ン渡しで５位入賞。「よい
結果は残せなかったけど、
悔しさよりも出場できてよ
かったという気持ちでいっ
ぱいになりました」と笑顔
で振り返ってくれました。

石
い し

河
こ

 愛
つ ぐ

実
み

さん（与謝の海支援学校 高等部３年）

第 23 回全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」
＜陸上競技の部＞
ジャベリックスロー ４位、50m ５位
４× 100m リレー ５位

佐 賀県で開催された「第 78 回国民スポーツ大会・第 23 回全国障害者スポーツ大会 SAGA2024（10 月６
日～ 10 日、26 日～ 28 日）」に長

な が し ま こ う め い

島広明さん（宮津天橋高校加悦谷学舎１年／ウ
エイトリフティング男子 96 ㎏級 トータル３位）と小

こ

塚
づ か

智
と も

子
こ

さん（四辻／グラ
ウンド・ゴルフ 団体 ７位）、石河愛実さんと村

む ら か み

上凜
り ん

果
か

さんが出場しました。また、
三重県で開催された「JOC ジュニアオリンピックカップ 第 55 回 U16 陸上競技
大会（10 月 18 日～ 20 日）」に松

ま つ ば ら

原志
し

勇
ゅ う

さん（江陽中３年／男子走幅跳）が出場。
中学校から全国大会を目標に練習を重ねてきた石河さんにお話を伺いました。

● JOC ジュニア
オリンピックカップ

● 国民スポーツ・
全国障害者スポーツ大会

● 日本マスターズ陸上競技選手権

グラウンド・ゴルフ競技に出場された

京都府代表の皆さん（小塚さん提供）
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まちの  話題話題 お届けします

● 第 45 回宮津ライオンズクラブ旗・糸井嘉男
● 杯争奪 宮津・与謝地方少年少女野球大会

野田川が４年ぶり２度目の優勝

優勝メダルを手にする野田川スターボーイズの選手たち

● 【与謝・滝・金屋 命の里】秋の大感謝祭

地元のおいしいものをたんのう
　秋の恒例となった「与謝・滝・金屋 
命の里　秋の大感謝祭」が道の駅シル

クのまちかやで開催され、多くの来場者でにぎ
わいました。
　つきたてのおもちを振る舞う「千本づき」か
ら始まり、ステージでは宮津天橋高校吹奏楽部
や合唱部の発表、りんご皮むき競争などが行な
われ、会場を盛り上げました。地元のグルメや

● 与謝野町小・中学校音楽フェスティバル

心に響く子どもたちの歌声

　子どもたちの音楽の祭典「与謝野町
小・中学校音楽フェスティバル」が野

田川わーくぱるで開催され、約 240 人の児童・
生徒たちが美しい歌声を披露しました。
　今年で18回目を迎えた音楽フェスティバル。

身振り手振りを交えて歌った市場小学校の児童たち

6
11 ① 山田小学校

② 加悦小学校　
③ 加悦中学校

　宮津・与謝地方の８つの学童野球チームが参
加した「第 45 回宮津ライオンズクラブ旗・糸
井嘉男杯争奪 宮津・与謝地方少年少女野球大
会（宮津ライオンズクラブ主催）」が宮津市民
球場で開催され、野田川スターボーイズ（以下、
野田川）が４年ぶりの栄冠を手にしました。
　昭和 52 年から続く同大会は、平成 29 年か
ら与謝野町出身で元プロ野球選手の糸井嘉男さ
んの名前を冠して開催されています。11 月４
日の決勝戦は、山田ボンバーズと野田川が対戦。
打線がつながった野田川が試合を優位に進め、
チームとして２度目の優勝を果たしました。

「与謝野町歌」の斉唱で幕を開けると、山田小
（４・５年）・市場小（４・５年）・加悦小（５・
６年）・加悦中（２・３年）の児童・生徒たちが、
日ごろの学習の成果を発表。会場には多くの保
護者がつめかけ、響き渡る子どもたちの美しい
歌声に大きな拍手を送っていました。

特産品のバザーも行なわれるなど、来場者らは
秋晴れの１日を楽しみました。

多くの来場者に演奏を披露する宮津天橋高校の生徒たち

10
11

①

③

②

● 丹後大学駅伝 第 86 回関西学生対校駅伝競争大会

丹後路を駆け抜けた 184 人のランナー

　宮津市民体育館をスタート、京丹
後はごろも陸上競技場をゴールとす

る「丹後大学駅伝 第 86 回関西学生対校駅
伝競争大会」が開催されした。
　８区間 74.4 ㎞で競われた本大会には、オー
プン参加の青山学院大学を含む23校が出場。
第４区では、与謝野町出身の平

ひ ら

井
い

迅
じ ん

さん（佛
教大学３年）が地元の声援を背に力走をみせ
てくれました。

第３中継所でたすきを受け取り走り出す平井さん

16
11

● 【のだがわこども園】けん玉教室

楽しく挑戦したけん玉

　のだがわこども園において「けん
玉教室」が行なわれ、２人の名人か

ら上手にできるコツや技を学びました。
　本教室には年長児の 22 人が参加。名人か
ら「ひざを使うと上手にできるよ」と教わり
ながら、大皿や小皿に乗せる技にチャレンジ。
園児らは技が成功すると「できた」「見て見て」
と笑顔があふれ、最後は真剣な表情で技の検
定に挑んでいました。

名人からけん玉のコツを教わる園児たち

22
11

（撮影者：清
し

水
みず

悠
ゆう

翔
と

さん／江陽中
２年、総務課秘書広報係の職場体
験で撮影）

● 【慈徳院】紅葉ライトアップ

昼間とは異なる美しさ

　「丹後のもみじ寺」と言われる慈
徳院（明石）において、「紅葉ライ

トアップ」が、11 月 9 日から 23 日まで開
催されました。
　住職の松

ま つ

尾
お

さんが、2003 年ごろから地域
の方々と一緒に植樹してきた約 600 本のも
みじ。来場者らは、昼間とは異なり山一面の
もみじが美しくきらびやかに照らされる幻想
的な風景を楽しんでいました。

ライトアップされた大師山のもみじ（11 月 20 日撮影）

20
11

● 町長対話授業

町長に多くの質問を投げかける

　宮津天橋高校加悦谷学舎において
「町長対話授業」が行なわれ、６人

の生徒が参加しました。
　今年も生徒会役員が中心となり、企画から
運営まですべてを生徒たちが担当。生徒たち
は町長に「なぜ町長になったのか」「海外で
学んだこと」「反対意見への対処方法」など
の質問を投げかけ、今後の進路や夢の実現に
向けて真剣な眼差しで聞き入っていました。

ハロウィンにちなみティーパーティー形式で行われた対話授業

31
10
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江
山
文
庫 ● 所在地／与謝野町字金屋 1682 番地　● ☎ 43-2180　● 開館時間／午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）

● 入館料／一般 200 円、小中学生 100 円（８人以上の団体は 50 円引き）　● 休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【施設情報】

江
山
文
庫

江
山
文
庫

開
館
開
館
3030
周
年
周
年

平
成
６
年
に
開
館
し
た
江
山
文
庫
は
、

平
成
６
年
に
開
館
し
た
江
山
文
庫
は
、

1010
月
に
開
館

月
に
開
館
3030
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

第 13 回与謝野町蕪村顕彰全国俳句大会の様子 江山文庫の外観

　
江
山
文
庫
に
は
20
畳
の
和
室
が

あ
り
ま
す
。
貸
室
と
し
て
利
用
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
句
会
体
験
講
座

や
読
書
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
ま
ん
延
し
全
国
的
に
外
出

自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
中
、
利

用
が
激
減
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
令
和
２
年
６
月
か
ら

ご
自
宅
に
い
な
が
ら
俳
句
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
俳
句
会
」
を
開
始
。
全
国

的
に
対
面
で
の
俳
句
会
が
開
催
を

見
送
っ
て
い
た
状
況
も
あ
っ
て
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね

月
１
回
、
決
ま
っ
た
お
題
で
俳
句

を
出
し
、
各
自
が
良
い
句
を
選
び

良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
書
い
て
出
す

と
、
そ
の
結
果
が
分
か
る
仕
組
み

で
す
。
12
月
は
地
域
ゆ
か
り
の
蕪

村
の
命
日
が
あ
る
の
で
、「
蕪
村

忌
」で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
が
俳
号
を
使
用
さ
れ
て

お
り
、
匿
名
で
気
軽
に
俳
句
会
を

楽
し
め
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
江
山
文
庫
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
臨
時
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
令
和
２
年
度
は
、
旅

行
も
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
企
画
展

「
旅
す
る
書
画
」
を
開
催
。
文
字

ど
お
り
旅
を
テ
ー
マ
に
、
伊
勢
物

語
「
東
下
り
」
の
場
面
を
描
い
た

屏び
ょ
う 

風ぶ

や
京
都
の
名
所
を
描
い
た

襖ふ
す
ま

絵
、
旅
に
ま
つ
わ
る
短
歌
や

俳
句
を
特
集
し
て
展
示
し
ま
し

た
。

を
開
催
中
で
す
。
与
謝
野
晶
子
が

大
江
山
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
に
詠
ん

だ
短
歌
の
屏
風
を
前
に
し
て
、
ど

の
歌
が
好
み
か
来
館
者
の
方
々
が

語
り
合
う
ひ
と
コ
マ
も
見
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
期
間
は
令
和
７
年
１

月
19
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
山
文
庫
開
館
30
周
年
を
記
念
し

て
、
４
回
に
わ
た
り
連
載
し
ま
し

た
。
今
回
が
最
終
回
で
す
。

【連載】江山文庫開館 30 周年（Vol.04 ／最終回）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

俳
句
会
を
開
催

過
去
に
は

こ
ん
な
企
画
展
も

　
11
月
24
日
に
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
知
遊
館
に
お
い
て
「
江
山

文
庫
開
館
30
周
年
記
念 

第
13
回

与
謝
野
町
蕪
村
顕
彰
全
国
俳
句
大

会
」
を
開
催
し
、
大
盛
況
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
由
題
の
部
の
与
謝
野
町
俳
句

大
賞
に
は
「
砂
山
に
い
つ
か
径
つ

く
葛
の
原
（
大
阪
府
／
大お

お
し
ま島

幸ゆ
き

男お

さ
ん
）」
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

優
秀
作
品
の
表
彰
に
加
え
当
日
投

句
も
行
う
な
ど
、
俳
句
づ
く
し
の

１
日
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
来

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
国
俳
句
大
会
を
開
催

　
現
在
は
、
開
館
30
周
年
記
念
展

「
橋
立
と
大
江
山
と
に
抱
か
れ
て
」

令和６年 11 月
施行

【
罰
則
内
容
】

● 「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
を
し
た
場
合

…
… 

６
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
10
万
円
以
下
の
罰
金

● 「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
よ
り
交

通
事
故
を
起
こ
す
な
ど
交
通
の
危

険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合

…
… 

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
金

出典：政府広報オンライン

罰
・
則
・
強
・
化

自
転
車
の

● 

道
路
交
通
法
改
正

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

H26 R5R4R3R2R1H30H29H28H27

自転車関連事件数の推移

10,269

0

120,000

80,000

40,000

0

10％

30％

20％

（％）

40％

（件）

69,69467,673

80,473
85,641

90,40790,836
98,700

72,33969,985

出典：政府広報オンラインを編集

19.0％

23.3％22.8％21.9％21.1％
19.9％19.1％18.2％18.4％

23.5％

自転車関連事故件数

全交通事故に占める構成比

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
も
忘
れ
ず
に
。

　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
令

和
６
年
11
月
か
ら
自
転
車
運
転
中

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用

す
る
「
な
が
ら
運
転
（
な
が
ら
ス

マ
ホ
）」
と
「
酒
気
帯
び
運
転
」

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
罰
則
強
化
は
、
自
転
車
運

転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
使
用
な
ど
に
起
因
す
る
交
通

事
故
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
自
転
車
を
酒
気
帯
び
状
態

で
運
転
し
た
際
の
交
通
事
故
が
死

亡
・
重
傷
事
故
と
な
る
場
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
自
転

車
を
乗
る
と
き
は
、「
ス
マ
ホ
は

使
わ
な
い
」「
お
酒
は
飲
ま
な
い
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
禁
止
事
項
／
自
転
車
が
停
止
し

て
い
る
と
き
を
除
く
】

● 

自
転
車
運
転
中
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
通
話
す
る
こ
と

● 

自
転
車
運
転
中
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
表
示
さ
れ
た
画
面
を
注

視
す
る
こ
と

自
転
車
運
転
中
の

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

に
対
す
る
罰
則

自
転
車
の
酒
気
帯
び

運
転
お
よ
び
ほ
う
助

　
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
の
ほ

か
、
酒
類
の
提
供
や
同
乗
、
自
転

車
の
提
供
に
対
し
て
新
た
に
罰
則

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
違
反
者
】

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金

【
自
転
車
の
提
供
者
】

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金

【
酒
類
の
提
供
者
・
同
乗
者
】

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円

以
下
の
罰
金

警視庁
ホームページ

問　
防
災
危
機
管
理
対
策
室 

☎
４
３・９
０
１
１
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がんばってます！消防団 編集 ● 本部

①／関西電力送配電による高所作業車乗車体験　②／消防士の服装でポーズをとる子ども（左）　③／ぬりえ・防災折り紙コーナーの様子　
④／消防車展示コーナーの様子　⑤／消防署員に教わりながら心肺蘇生法を学ぶ親子

● 与謝野町消防防災フェア 2024

楽しみながら、消防・防災にふれる

　10 月 20 日、10 月 20 日、気持ちのよい秋晴れの下、気持ちのよい秋晴れの下、岩岩
滝体育館において「与謝野町消防防災フェア滝体育館において「与謝野町消防防災フェア
2024」を開催し、親子連れなど約 200 人の来場2024」を開催し、親子連れなど約 200 人の来場
者でにぎわいました。者でにぎわいました。
　同体育館内では、住宅火災警報器の設置推進や　同体育館内では、住宅火災警報器の設置推進や
ＬＰガスの安全についての啓発、災害時救助資機ＬＰガスの安全についての啓発、災害時救助資機
材の紹介・展示のほか、救急コーナーとして消防材の紹介・展示のほか、救急コーナーとして消防
署員の指導による心肺蘇生や AED 体験も開設。署員の指導による心肺蘇生や AED 体験も開設。
また、災害時に必要なことを学びながら楽しめるまた、災害時に必要なことを学びながら楽しめる
キッズコーナーでは、キッズコーナーでは、「防災カルタ」「ぬりえ」「お「防災カルタ」「ぬりえ」「お
りがみ」を行ない、子どもたちも楽しみながら消りがみ」を行ない、子どもたちも楽しみながら消
防に触れる機会となりました。防に触れる機会となりました。

 　駐車場では、消防資機材体験・煙体験・消火
体験などのブースを設け、多くの方に災害の模擬
体験をしていただきました。子どもたちに大人気
の消防車と救急車の展示コーナーは終始にぎわ
い、未来の消防団員らが展示車両に目を輝かせて
いました。

消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
的
を
め
が
け
て

放
水
す
る
子
ど
も

①

②

⑤ ④ ③

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

おはなし会を開催します
【加 悦 分 室】12 月 14 日（土）午前 10 時 30 分～　※ クリスマスおはなし会

【野田川分室】12 月 15 日（日）午前 10 時 30 分～　※ クリスマスおはなし会

【本 館】令和７年１月 11 日（土）午前 10 時 30 分～　

～ 読み聞かせボランティアの～ 読み聞かせボランティアの
～～  皆さんが、楽しいお話を皆さんが、楽しいお話を
～～  してくれます ～してくれます ～

今年は長い夏のあと、あっという間に秋が終わってしまった印象です
ね。冬を迎える準備として、冬に関する本を読んでみませんか。冬がはじまるよ

『風呂ソムリエ　天天コーポ
レーション入浴剤開発室』

青木祐子 著／集英社

『ストーブのふゆやすみ』
村上しいこ・長谷川義史／ PHP 研究所

寒くなると恋しくなるのは、あっ
たかいお風呂。この本は「入浴剤」
をテーマにしたお仕事小説。受付
嬢として働く主人公は、大のお風
呂好き。ある日行きつけのスー
パー銭湯で入浴剤開発の研究員と
出会い、理想のお湯をめざすこと
になるのでした。

家族でスキー旅行に行く日、手足
がはえたストーブが今日から冬休
みだと言って、こたつで留守番を
すると言ってきます。ほおってお
けないと、ストーブと一緒にス
キー旅行に行くことにするのです
が…。さてどんな旅行になるので
しょうか？

『ふゆのコートをつくりに』
石井睦美・布川愛子／ブロンズ新社

雪がたくさん降った朝。早く外に
遊びに行きたいうさぎのさきちゃ
んを、お母さんは屋根裏部屋に連
れていきます。そこにしまわれて
いたのは、お母さんの赤いコート。
さきちゃんの大きさに仕立て直す
ために、お店に向かうのですが…。

　　　　●『京都ものがたりの道』彬
子女王／毎日新聞出版　●『アレの正
しい使い方図鑑』東京トリセツ研究会

／山と溪谷社  ●『日本ご当地チェーン大全』辰巳
出版　●『アーセナルにおいでよ』あさのあつこ／
水鈴社　●『アジフライの正しい食べ方』浅田次郎
／小学館

今月の
新着図書

一般書 児童書  ●『コモちゃんのかくれんぼ』五十嵐美和
子／白泉社　●『げたばこマンション』森洋子／福
音館書店　●『へびのニョロリンさん』富安陽子／
童心社　●『お金のデザインと歴史』貨幣博物館カ
レンシア／岩崎書店　●『笑い猫の５分間怪談９』
那須田淳／KADOKAWA　●『日直もがんばって
る』小松原宏子／ほるぷ出版
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～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます

A LT リレーコラム  　［第 142 回　一人でいいんですか？ 　by ランフリード・ブルック・アエレクシス］　

さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

江
陽
中
学
校
の
新
し
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
ブ
ル
ッ
ク
で
す
。
８
月
に
着

任
し
て
以
来
、
初
め
て
の
人
と
出
会

い
、
初
め
て
の
体
験
な
ど
、
外
向
的

な
私
で
す
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
（
※
）
を
充
電
し
た
く
な
る
よ

う
な
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
の
連
続
で

し
た
。
特
に
最
近
、
私
の
心
は
と
て

も
消
耗
し
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
も

の
、
車
を
買
う
と
い
う
大
き
な
出
来

事
を
成
し
遂
げ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
す
。

　
そ
こ
で
私
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
を
充
電
す
る
た
め
に
、
週
末
心

が
躍
る
何
か
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
母
国
に
い
た
と
き
、
友
だ
ち
や

家
族
と
一
緒
に
し
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
思
い
つ
い
た
と
き
、
す
で
に
友

だ
ち
を
起
こ
し
て
誘
う
に
は
遅
い
時

間
だ
っ
た
た
め
、
私
は
一
人
、
車
で

カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
と
い
う
「
勇
気
あ

る
決
断
」
を
し
た
の
で
す
。

　
た
か
が
「
一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

く
」
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
な
ぜ
私
が

「
勇
気
あ
る
決
断
」
と
言
っ
た
の
か
、

日
本
人
の
皆
さ
ん
は
不
思
議
だ
と
思

う
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、「
一
人

で
」と
い
う
部
分
が
重
要
な
の
で
す
。

実
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
人
で
カ
ラ

オ
ケ
に
行
く
こ
と
は
タ
ブ
ー
な
の
で

す
。「
カ
ラ
オ
ケ
＝
グ
ル
ー
プ
活
動
」

で
あ
り
、
一
人
で
行
く
こ
と
は
極
め

て
珍
し
い
こ
と
で
す
。「
こ
の
人
は

一
人
に
な
り
た
い
の
だ
な
」
と
同
情

的
な
視
線
を
送
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
一
人
な
の
か
と

困
惑
し
た
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
の
方

が
多
い
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
タ
ブ
ー

を
心
に
抱
え
つ
つ
も
、
私
は
部
屋
の

料
金
を
払
い
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

を
持
っ
て
部
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
の
米
津
玄
師
の
曲
を
選

び
、
少
し
静
か
に
歌
い
始
め
ま
し
た

皆

が
、次
第
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
き
て
、

他
人
の
目
を
気
に
せ
ず
自
信
を
持
っ

て
歌
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

人
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
て
、
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
同
僚
に
話
す
の
は
少
し

不
安
で
し
た
が
、
聞
か
れ
た
ら
正
直

に
話
そ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
週
明
け
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
、
つ
い
に
「
週
末
は
何
を
し
て
い

た
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
瞬

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
素
直
に
答

え
ま
し
た
。
す
る
と
、
同
僚
た
ち
は

み
ん
な
笑
顔
で
「
楽
し
そ
う
！　
次

回
は
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
こ
う

ね
！
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私

も
笑
顔
で
う
な
ず
き
ま
し
た
。
次
の

カ
ラ
オ
ケ
の
機
会
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

初めての日本での愛車です！

本文中に登場した「social battery 
/ ソーシャルバッテリー」という言
葉をご存じですか？　直訳すると

「社会性の電池」。人と関わった後に
消耗する心の疲労度合いや体内エネ
ルギーをスマートフォンなどの充電
残量に例えたものです。皆さんも充
電切れになってしまう前に、あなた
自身が好きな時間を過ごして、ソー
シャルバッテリーを充電してくださ
いね！

地域おこし協力隊通信  　［第 76 回　与謝野駅周辺活性化＆移住・定住促進活動担当　郭珍秀隊員］

月
か
ら
与
謝
野
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま

し
た
郭か

く

珍じ
ん
す
ー秀

で
す
。
着
任
後
、
地
域

の
方
と
の
交
流
や
地
域
の
文
化
・
伝

統
に
関
す
る
知
見
を
得
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
秋
の
豊
年
を
感
謝
し
、
来
年
の
豊

作
も
神
に
祈
る
下
山
田
の
三
社
祭
。

本
番
に
向
け
て
練
習
す
る
下
山
田
郷

土
芸
能
保
存
会
の
青
年
や
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
人
生
で
初
め

て
の
神
楽
を
体
験
し
ま
し
た
。
青
年

と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
一
緒
に

練
習
し
て
時
間
を
過
ご
す
姿
が
と
て

９

も
印
象
的
で
し
た
。
三
社
祭
当
日
に

は
、公
民
館
に
地
元
の
方
が
集
ま
り
、

神
社
ま
で
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

屋
台
を
移
動
さ
せ
る
姿
は
、
地
域
の

方
が
お
互
い
に
良
い
絆
を
形
成
し
て

い
る
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
大
阪

で
は
見
ら
れ
な
い
下
山
田
区
の
伝
統

芸
能
披
露
は
、
と
て
も
良
い
時
間
で

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
に
顔

を
覚
え
て
も
ら
え
た
の
か
、
三
社
祭

以
降
、
与
謝
野
町
で
生
産
さ
れ
た
新

米
を
農
家
の
方
か
ら
直
接
買
う
機
会

が
で
き
、
５
㎏
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
購

入
し
ま
し
た
。
ご

飯
を
炊
い
て
食
べ

て
み
る
と
、
と
て

も
お
い
し
く
て
追

加
で
５
㎏
を
購
入

し
て
、
大
阪
の

義
母
に
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地

元
の
方
の
家
に
招

待
さ
れ
、
稲
木
体

験
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
方
が

収
穫
し
た
新
米
で

作
っ
た
お
に
ぎ
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
く
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
お
に
ぎ
り
が
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し

た
。
お
米
だ
け
で
な
く
野

菜
も
地
域
の
方
に
分
け
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　
ほ
か
に
も
運
動
行
事
に
参

加
し
ま
し
た
。
山
田
区
民
運

動
会
で
は
区
民
の
皆
さ
ん
に
顔
を

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
日
本
の

伝
統
的
な
踊
り
、
綱
引
き
や
玉
入
れ

に
参
加
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
参
加
賞

と
し
て
特
賞
の
し
ょ
う
油
を
も
ら
い

ま
し
た
！　
運
動
会
が
終
わ
り
、
地

域
の
方
が
集
ま
っ
て
運
動
会
が
う
ま

く
終
わ
っ
た
こ
と
を
祝
う
慰
労
会
に

も
参
加
し
、
た
く
さ
ん
お
話
を
し
て

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
優

し
い
の
で
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し

た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
も
参

加
し
ま
し
た
。
初
め
て
体
験
し
ま
し

た
が
、
思
っ
た
よ
り
も
力
加
減
が
難

し
く
、
ボ
ー
ル
が
遠
く
飛
ん
だ
り

思
っ
た
よ
り
も
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
か
っ
た
り
で
、
29
人
中
29
位
！　

地
域
の
方
が
私
に
興
味
を
持
っ
て
く

だ
さ
り
、
優
し
く
競
技
進
行
を
手

伝
っ
て
く
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
応
援

し
て
く
れ
た
の
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
を

し
て
来
年
は
も
っ
と
良
い
結
果
を
出

し
た
い
で
す
。

　

山
田
地
域
と
与
謝
野
駅
周
辺
の

活
性
化
に
向
け
、
与
謝
野
町
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
与
謝
野

町
や
丹
後
地
域
で
活
動
す
る
様
子

をYouTube

に
公
開
し
て
い
る
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
励
み
に
な

り
ま
す
。
動
画
に
は
私
も
映
っ
て
い

る
の
で
、
ま

ち
で
見
つ
け

た
ら
、
気
軽

に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

人
生
で
初
め
て
獅
子
頭
を
持
ち
ま
し
た

Youtube ゴールポストに入るとうれしいですね
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空き家の適切な維持管理を行いましょう
空家総合対策窓口 問　総務課 ☎ 43-9010

　
空
き
家
は
、
そ
の
所

有
者
や
管
理
者
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
管
理

さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
し
か
し
、
降
雪
期

に
は
屋
根
の
雪
が
放
置

さ
れ
て
建
物
が
倒
壊
し

た
り
、
空
き
家
か
ら
落

下
し
た
雪
が
近
隣
に
危

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
雪
と

い
う
自
然
現
象
が
原
因

だ
と
し
て
も
、
空
き
家

を
放
置
し
他
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
は
、
空

き
家
の
所
有
者
や
管
理

者
が
損
害
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

空
き
家
の
所
有
者
・

管
理
者
の
方
に
は
、
迷

惑
な
空
き
家
に
な
ら
な

い
よ
う
、
雪
の
処
理
は

業
者
に
依
頼
す
る
、
ま

た
は
近
隣
住
民
の
方
に

お
願
い
で
き
る
場
合
は

事
前
に
お
願
い
し
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

空
き
家
管
理
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

● 

空
き
家
が
管
理
不

全
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、
盆
、
正
月
、
法

事
の
際
な
ど
、
相
続
が

発
生
す
る
前
か
ら
家
族

全
員
で
早
め
に
相
談

し
、
大
切
な
財
産
を

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま

し
ょ
う
。

● 

相
続
し
た
不
動
産

を
売
却
す
る
た
め
に

は
、
相
続
登
記
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
空
き
家

等
の
問
題
を
後
世
に
繰

り
延
べ
て
複
雑
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
相
続

登
記
を
行
い
適
切
な
維

持
管
理
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

● 

相
続
登
記
の
手
続

き
は
、
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

町 政  News News & & InformationInformation

サウンディング型市場調査の実施結果のお知らせ
旧与謝小学校の利活用 問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

　
与
謝
野
町
で
は
、
旧
与
謝
小
学

校
の
利
活
用
の
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
、
民
間
事
業
者
な
ど
の
皆

さ
ん
に
閉
校
施
設
（
校
舎
、
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
）
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
市
場
性
の
有
無
や

活
用
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
提
案
を
い

た
だ
く
「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
調
査
の
参
加
企
業
数
お
よ
び

提
案
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
実
施
結
果
の
詳
細

は
、
総
務
課
（
本
庁
舎
）
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

● 

実
施
期
間

９
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
10
月
16
日
（
水
）

● 

参
加
企
業
数

４
事
業
者

● 

提
案
事
業
の
概
要

ア
ト
リ
エ
施
設　
１
者

ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
施
設　
１
者

農
業
施
設　
１
者

公
共
施
設　
１
者

町ホームページ

令和７年「二十歳の成人式」を開催します
二十歳の門出を祝う 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
令
和
７
年
「
与
謝
野
町
二
十
歳
の
成
人

式
」
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
従
来
ど
お

り
20
歳
の
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

● 

日
時

令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）

【
受
け
付
け
】
午
後
１
時
～
１
時
30
分

【
式　
　
典
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時

【
記
念
撮
影
】
午
後
２
時
～
２
時
30
分

● 

会
場

与
謝
野
町
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
）

● 

対
象
者

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
17
年
４
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
与
謝
野
町
在
住
の

方
、
ま
た
は
与
謝
野
町
出
身
で
転
出
し
た

方 

な
ど

● 

そ
の
他

対
象
者
の
う
ち
、
与
謝
野
町
内
に
住
民
票

な
ど
が
あ
る
方
に
は
、
11
月
中
に
町
内
の

ご
実
家
に
案
内
状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※ 

11
月
中
に
案
内

状
が
届
い
て
い
な
い

方
、
一
家
転
出
な
ど

を
し
て
い
る
方
で
出

席
を
希
望
す
る
方

は
、
お
手
数
で
す
が

ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す

問　議会事務局 ☎ 43-9027

【町議会】新たな副議長が決定しました
𫝆井議員が副議長に選出

　
11
月
７
日
、
第
１
２
２
回
令

和
６
年
11
月
与
謝
野
町
臨
時
会

に
お
い
て
、
渡わ

た
な
べ邉

貫か
ん

治じ

議
員
の

逝
去
に
伴
い
空
席
と
な
っ
て
い

た
副
議
長
に
、
𫝆い

ま

井い

浩こ
う
す
け介

議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
𫝆
井
副
議
長
の
任
期

は
、
前
副
議
長
の
残
任
期
間
の

令
和
８
年
４
月
15
日
ま
で
で

す
。　

与
謝
野
町
議
会
議
員
（
副

　
与
謝
野
町
議
会
議
員
（
副

議
長
）
で
与
謝
野
町
自
治
功

議
長
）
で
与
謝
野
町
自
治
功

労
者
の
渡
邉
貫
治
さ
ん
が
、

労
者
の
渡
邉
貫
治
さ
ん
が
、

1010
月月
1111
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
旧
岩
滝
町
議
会
議
員
を

た
。
旧
岩
滝
町
議
会
議
員
を

含
め
、

含
め
、1313
年
６
ヵ
月
も
の
間
、

年
６
ヵ
月
も
の
間
、

住
民
福
祉
の
向
上
並
び
に
地

住
民
福
祉
の
向
上
並
び
に
地

方
自
治
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

方
自
治
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
心
か
ら
ご

れ
て
き
ま
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

𫝆井副議長

悦
区
域
を
描
い
た
古
絵

図
に
明
治
６・
７
年
ご
ろ

に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
大
き
な

絵
図
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
絵
図
の
「
道
」
に
注
視
す

る
と
、「
┗
」
の
字
形
に
屈
曲
し

て
描
か
れ
た
部
分
が
４
ヵ
所
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
道
は
、

今
「
ち
り
め
ん
街
道
」
と
呼
ん
で

い
る
道
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加

悦
奥
川
が
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
絵
図
に
は
与
謝
野
町
役
場
加
悦

庁
舎
か
ら
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
へ

の
道
路
が
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
道
は
大
正
15
年
の
加
悦

時の贈り物　［第 136 回　古絵図に見る戦国城下の足跡５「加悦町の絵図」] 

加

鉄
道
の
開
通
に
合
わ
せ
て
新
設
さ

れ
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　
こ
の
ク
ラ
ン
ク
道
と
曲
が
っ
た

川
の
謎
解
き
は
戦
国
時
代
に
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
戦
国
時
代
の

加
悦
・
後
野
・
金
屋
一
帯
は
、
加

悦
谷
の
在
地
の
一
番
の
実
力
者
で

あ
っ
た
石
川
氏
が
支
配
し
て
い
た

土
地
で
し
た
。
ち
り
め
ん
街
道
の

こ
の
ク
ラ
ン
ク
道
と
曲
が
り
川

（
＝
堀
と
し
て
利
用
）
は
、
加
悦

谷
南
部
を
拠
点
と
し
た
石
川
氏
の

中
核
エ
リ
ア
の
北
面
防
衛
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
想
定
さ
れ
ま
す
。　

 
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）今の道路に見る戦国時代の名残
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お
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す
る
方
の
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
子

さ
ん
の
保
険
料
が
増
加
す
る
こ
と
な

く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国
保
税
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当
し

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
加

入
条
件
な
ど
は
、
勤
め
先
ま
た
は
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

　
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
傾
向

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
医
療
機
関
な
ど
の

適
正
受
診
に
加
え
、
特
定
健
診
や
各
種

検
診
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
り
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
、
予
防
と
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ

る
同
じ
有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い

薬
の
こ
と
で
す
。
同
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合

　
万
が
一
、
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た

場
合
、
早
期
に
治
療
す
る
た
め
保
険
証

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
相
手
方
の
あ
る
交
通
事
故
な
ど
の

場
合
は
、
必
ず
、
役
場
へ
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
相
手
方
の
あ
る
交
通

事
故
な
ど
で
は
、
本
来
、
そ
の
加
害
者

が
医
療
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け

合
う
制
度
で
す
。
年
々
被
保
険
者
数
の
減
少
と
、
医
療
の
高
度
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
正

な
国
保
運
営
を
行
う
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
保
へ
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
し
て
い
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

● 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
、
ま
た

は
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
と
き

● 

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
と
き

● 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

【
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

● 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
、
ま

た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

● 

死
亡
し
た
と
き

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出
は

忘
れ
ず
に

　
会
社
を
退
職
し
て
、

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　
退
職
し
た
方
が
国
保
に
加
入
す
る
と

き
、
資
格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
退
職
し
た
事
業
所
か

ら
「
資
格
喪
失
証
明
書
」
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
に

　

な
れ
ま
せ
ん
か
？

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

● 

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

【
そ
の
他
】

● 

住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

● 

就
学
の
た
め
他
市
町
村
に
転
出
す
る

● 

世
帯
分
離
・
合
併
を
し
た

国民健康保険の適正化にご協力ください
問　保険課 ☎ 43-9022

す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
が
負
担

し
た
ま
ま
に
な
り
、
国
保
税
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
な
お
、
加
害
者
へ
の
請

求
は
、
後
日
、
役
場
が
行
な
い
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

　

の
施
術
に
は
保
険
証
が
使
え
る
場
合

　

と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
は
、
す
べ

て
が
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
の
み
対
象
で
す
。
自
分
の
症
状

が
条
件
に
当
て
は
ま
る
か
確
認
し
て
か

ら
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】

● 

ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ
（
負
傷
し

た
患
部
の
回
復
を
目
的
と
す
る
と
き
）

● 

骨
折
、
脱
臼
（
応
急
手
当
を
除
き
、

医
師
の
同
意
が
必
要
）

【
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
／
全
額
自

己
負
担
】

● 

日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
筋
肉
痛

や
筋
肉
疲
労
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
体
調

不
良

● 

神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

● 

保
険
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の

● 

症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
、
長
期

に
わ
た
る
漫
然
と
し
た
施
術

次
ペ
ー
ジ
へ

転出または職場の健康保険に加入した場合、国保を脱退する届け出をしないと国保の資格が残っ
たまま保険税が二重にかかります。
国保資格を喪失した場合、直ちに保険証の使用を中止し返却してください（資格喪失後に国保の
保険証を使って受診したとき、医療費の７割または８割を後日請求する場合があります）。

● 

●

注
意
事
項● 役場庁舎の休業中は、諸証明の発行や公共料金の受け取りはできません。

● 婚姻届や死亡届などの戸籍届は役場野田川庁舎のみでお預かりできます。

【年末年始】役場庁舎などの業務日程をお知らせします

日程

施設名

令和６年 12 月 令和７年１月

27 日
（金）

28 日
（土）

29 日
（日）

30 日
（月）

31 日
（火）

１日
（祝）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

役場庁舎 〇 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 〇

ごみ収集 〇 〇 〇 〇 〇 休休 休休 休休 〇 休休 〇

野田川衛生プラント 〇 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 〇

クリーンセンター 〇 〇 〇 〇 〇 休休 休休 休休 〇 休休 〇

国保診療所 〇 休休 休休 休休 休休 休休 休休 ※１※１ 休休 休休 〇

クアハウス岩滝 〇 〇 〇 〇 休休 休休 休休 休休 〇 〇 〇

図書館（本館・分室） 〇 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 休休 〇 ※２

グラウンド・体育館 〇 〇 休休 休休 休休 休休 休休 休休 〇 〇 〇

※１・・・休日当番医　※２・・・野田川分室のみ開館
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

10/ １
Ａ重油購入（クアハウス岩滝／ 10 月～
12 月） 

岩滝地内 ６者 株式会社山添電気 非公表 ― 101 円
/ ℓ 非公表 R6/10/1

～ 12/31

10/ １ 公用自動車リース（かえでこども園） 岩滝地内 ３者 株式会社青木オート 非公表 － 14,301 円
/ 月 非公表 納車日

～ 60 ヵ月

10/ １
LGWAN ファイルサーバ及びネットワ
ーク機器等リース 

岩滝地内 １者 株式会社堀通信 非公表 － 12,900 円
/ 月 非公表 納品月の翌月

～ 60 ヵ月

10/ １
令和６年度与謝野町一般廃棄物最終処
分場ダイオキシン類等水質測定業務

滝地内 ２者
株式会社島津テクノリサー
チ 1,100 － 880 80.00 R6/10/4

～ R7/3/31

10/29 豊口線他測量設計業務委託 石川地内 15 者 株式会社アズクリエイト 8,155 － 7,200 88.29 R6/11/6
～ R7/3/21

10/30
マイナンバーカード券面プリンター購
入

岩滝
地内他

１者 株式会社堀通信 非公表 － 2,223 非公表 R6/11/6
～ R7/3/28

10/30
IP 電話設備更新業務委託及び保守業務
委託

岩滝
地内他

１者 大和電設工業株式会社 非公表 － 8,820 非公表 R6/11/7
～ R7/2/28

10/30 図書館システム端末機器リース 岩滝地内 １者
株式会社ケーケーシー情報
システム 非公表 － 9,800 円

/ 月 非公表 納品日の翌月
～ 60 ヵ月

10/30
与謝野町立加悦中学校デジタルモノク
ロ複合機賃貸借及び保守業務

加悦地内 １者
株式会社三井田商事　福知
山営業所 非公表 － 18,800 円

/ 月 非公表 R7/2/1
～ 60 ヵ月

10/31 山手線道路災害復旧工事 弓木地内 ３者 安田産業株式会社 11,259 10,050 10,050 89.26 R6/11/8
～ R7/3/31

10/31 堤谷川河川改良工事 岩屋地内 ７者 足立石油株式会社 2,892 2,557 2,557 88.42 R6/11/8
～ R7/3/19

10/31 石川浄水場ろ過砂補充工事 石川地内 ５者 有限会社野口建設 6,480 5,818 5,818 89.78 R6/11/8
～ R7/3/14

10/31 町営大藪団地解体等工事
三河内
地内

５者 安田産業株式会社 4,180 3,778 3,778 90.38 R6/11/8
～ R7/2/10

10/31 町営船山団地解体等工事 石川地内 ５者 株式会社ヤスイ 2,160 1,943 1,943 89.95 R6/11/8
～ R7/2/10

10/31 町営桜谷団地解体等工事 四辻地内 ４者 有限会社野口建設 2,020 1,818 1,818 90.00 R6/11/8
～ R7/2/10

10  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

　
阿
蘇
海
の
水
質
問
題
に

つ
い
て
、
京
都
府
、
関
係

市
町
、
地
域
住
民
の
方
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
働

し
て
環
境
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
与
謝
野
町
内
の
小
学

校
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
、

阿
蘇
海
や
近
隣
河
川
の
環

境
改
善
を
推
進
す
る
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
。
町
内

の
全
小
学
校
か
ら
１
３
５

人
の
児
童
か
ら
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
入
賞

作
品
18
点
が
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
作

品
は
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に

し
て
、
関
係
各
所
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

問　地球温暖化対策室 ☎ 43-9023
入賞作品 18 点が決定しました
第 16 回阿蘇海等環境改善啓発ポスターコンクール

石
い し く ら

倉 健
け ん

太
た

朗
ろ う

さん（岩滝小５年）

● 町長賞

吉
よ し お か

岡 七
な な

虹
こ

さん（岩滝小５年）

● 教育長賞

井
い の う え

上 丈
じょう

太
た

郎
ろ う

さん（三河内小４年）

● 阿蘇海環境づくり
● 協働会議賞

中
な か む ら

村 翔
か け る

竜さん（山田小４年）

倉
く ら は し

橋 彼
か な

芽
め

さん（市場小４年）

坂
さ か

根
ね

 直
な な

奈さん（市場小４年）

森
も り お か

岡 穂
ほ

のかさん（市場小４年）

尾
お の

上
え

 果
か ほ

歩さん（加悦小４年）

杉
す ぎ も と

本 栞
か の

央さん（加悦小４年）

今
い ま

田
だ

 颯
そ よ

花
か

さん（加悦小４年）

小
お

谷
だ に

 生
う み

望さん（岩滝小５年）

日
く さ

下
か べ

部 はなさん（岩滝小５年）

坂
さ か

根
ね

 翔
かける

さん（岩滝小５年）

玉
た ま

木
き

 英
え い す け

祐さん（岩滝小５年）

田
た

村
む ら

 快
か い せ い

惺さん（岩滝小５年）

椋
む く ひ ら

平 雄
ゆ う

喜
き

さん（岩滝小５年）

山
や ま お か

岡 千
ち

鶴
づ る

さん（岩滝小５年）

矢
や の

野 実
み ほ か

穂香さん（岩滝小５年）

● 入選

入賞者一覧
町長賞

石
倉
健
太
朗
さ
ん
の
作
品

教育長賞
阿蘇海環境づくり

協働会議賞

吉
岡
七
虹
さ
ん
の
作
品

井
上
丈
太
郎
さ
ん
の
作
品

企業名 寄附額（対象事業）

株式会社 NEO 様（京都市） 10 万円（美しくて住みやすい安心安全なまちの実現事業）

タレントスクエア株式会社様（東京都港区） 10 万円（美しくて住みやすい安心安全なまちの実現事業）

企業版ふるさと納税のご寄附をいただきました
問　企画財政課 ☎ 43-9015

　７月以降に企業版ふるさと納税のご寄附をいただいた企業様をご紹介します（企業名、寄附額、寄附
対象事業名は、ご了承いただいた企業様のみを公表しています）。

国際電話番号による特殊詐欺が急増中 !!
宮津与謝地域の方の携帯電話に「＋（プラス）」の番号から始まる国際電話番号から、「携帯電
話の未納料金がある」「あなたの口座が犯罪に利用された」などと特殊詐欺の予兆電話が発生
しています。もしも、このような番号から電話がかかってきた
場合には、「電話に出ない」「怪しいと感じたらすぐに電話を切る」 
などの対策を取り、特殊詐欺の被害にあわないようにしましょ
う。電話を受けて不安に感じた方はご自身で判断することなく、
親族や知人、警察に相談してください。 
問　宮津警察署 ☎ 25-0110 

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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与謝野町
有線テレビ

Facebook Ｘ（旧 twitter） Youtube 番組ガイド

※ QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS ホームページ InstagramLINE

　11月１日、先の大
戦で亡くなられた方々
に追悼の誠をささげ、
平和への誓いをあらた
にする「与謝野町戦没
者追悼式」を野田川
わーくぱるで厳かに執
り行いました。
　追悼式には、遺族会
の会員など約70人の

方が参列。山添町長や来賓に続いて、遺族を代表して岩屋地区遺族会
の谷

た に ぐ ち

口輝
て る

夫
お

さんが小学生だった当時を振り返り「何回か空襲にあい学
校の校庭に身を隠したこともあった。終戦後は校庭を耕してサツマイ
モを植えるなど苦しい生活が続いたが、今は豊かになった。これも尊
い御

み

霊のおかげです」と追悼の辞を述べられました。その後、参列し
た方々は献花とともに、平和への誓いをあらたにしました。

⃝ 与謝野町戦没者追悼式

戦後 79 年、平和への誓い
【令和７年度採用】与謝野町職員を募集します（第３回募集）

職種 採用予定者数 受験資格

一般事務職 若干名
昭和 59 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める
大学、短期大学、高等専門学校、高等学校（同程度と認められ
るものを含む）を卒業または令和７年３月末に卒業見込みの方

● 職種・採用予定者数・受験資格（日本国籍を有し、受験資格に該当する方）

第１次試験（SPI ３試験）令和 7 年 1 月 15 日（水）～ 26 日（日）
（オンライン面接）令和７年１月 28 日（火）～ 31 日（金）
自宅など（SPI ３試験：WEB テスト、オンライン面接：Zoom を使用）
令和７年１月 10 日（金）まで
インターネット申し込み（自治体求人サイト「パブリックコネクト」）、または役場各
庁舎にある「与謝野町職員採用試験申込書」を総務課に提出してください。郵送の場
合は令和７年１月 10 日（金）必着とし、封筒の表に「職員採用試験」
と朱書きしてください。なお、応募書類は一切返却しません。
第１次試験合格者にメールで通知します。
試験科目などの詳細は、役場各庁舎または町ホームページにある「令
和 6 年度与謝野町職員採用試験案内」をご確認ください。
総務課 ☎ 43-9010

● 試 験 日 時

● 試 験 会 場
● 応 募 期 間
● 応 募 要 領

● 第２次試験
● 実 施 要 項

● 問 ・ 申
募集ページ

（町ホームページ）

町ホームページ

与謝野町では、職員採用パンフレットをはじめ、求
める人材像、若手職員のインタビュー動画、採用試
験情報などを町ホームページに公開しています。ぜ
ひご覧ください。

まちの明日、未来をつくる
広報よさの 11 月号（No.225）に誤りがありましたので、以下のとおり
訂正しておわびいたします。

● ５ページ「第 34 回丹後ブロック中学校駅伝競走大会」の加悦中学校
女子の順位。正しくは「６位」です。

訂正とおわび

献花をする参列者の皆さん

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

人　口
男
女

世帯数

19,490 人
9,333 人

10,138 人
8,876 戸

（－ 19）
（－ 14）
（－５）
（－１）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和６年 10 月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

22
24
9

26
0

人
人
人
人
人

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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【
与
謝
野
町
人
間
ド
ッ
ク
事
業
】

【
与
謝
野
町
人
間
ド
ッ
ク
事
業
】

申
込
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

申
込
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　

与
謝
野
町
で
は
、
与

謝
野
町
国
民
健
康
保
険

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
を
対
象
に
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
健
康

管
理
を
図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

補
助
対
象
期
間

令
和
７
年
３
月
末
日
ま
で

　
　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

高
齢
者
等
住
宅
の
除
雪
に
要
し
た

高
齢
者
等
住
宅
の
除
雪
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
住
宅
の
除
雪
を
し
な
い
と
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
、
土
木
業
者
な

ど
に
除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯　

● 

高
齢
者
世
帯
（
65
歳
以
上
）

● 

母
子
世
帯
（
18
歳
以
下
の
子
）

● 

障
害
者
世
帯
（
世
帯
主
が
身
体
１
～

４
級
ま
た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
世
帯
）
で
、
世

帯
全
員
の
当
該
年
度
分
町
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

対
象
基
準　
次
の
基
準
を
満
た
し
、
除

雪
作
業
を
土
木
業
者
な
ど
に
依
頼
し
た

場
合

【
屋
根
雪
下
ろ
し
】
屋
根
上
50
㎝
以
上

【
地
上
雪
す
か
し
】
地
上
30
㎝
以
上

補
助
金
額　
１
回
の
除
雪
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
２
以
内（
限
度
額
２
万
円
）

そ
の
他　
可
能
な
限
り
業
者
が
作
業
す

る
前
に
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　

申
請
書
に
写
真
（
積
雪
量

が
わ
か
る
も
の
、
除
雪
作
業
中
の
状

況
）
と
作
業
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書

の
写
し
を
添
付
の
上
、
福
祉
課
（
☎

４
３・９
０
２
１
）
へ
。

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に

か
か
る
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て

か
か
る
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て

　
与
謝
野
町
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
の

不
正
取
得
抑
止
の
た
め
、
代
理
人
や
第

三
者
へ
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
、
交

付
し
た
事
実
を
本
人
へ
お
知
ら
せ
す
る

「
第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
制
度
の
利
用
に
は
、
事
前
の
登
録

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
12
月

10
日
発
行
の
広
報
チ
ラ
シ
「
住
民
票
の

写
し
等
の
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度

の
ご
案
内 

～
住
民
票
な
ど
を
第
三
者

へ
交
付
し
た
こ
と
を
事
前
登
録
者
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
～
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
は
任
意
で
す
。
す
で
に
登
録

済
み
の
方
は
、
再
度
の
お
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

※ 

第
三
者
か
ら
の
請
求
を
拒
否
し
た

り
、
本
人
に
対
し
て
交
付
の
可
否
を
確

認
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
住
民
税
務
課 

☎
４
３・９
０
２
０

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
、
地
域
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

《
一
般
曹
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
令
和
７
年
１
月
９
日（
木
）

ま
で

試
験
期
日

【
１
次
】

令
和
７
年
１
月
14
日（
火
）～
18
日（
土
） 

【
２
次
】

令
和
７
年
２
月
５
日（
水
）～
８
日（
土
）

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

【
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
】

【
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
】

一
般
入
校
試
験
の
ご
案
内

一
般
入
校
試
験
の
ご
案
内

　
厚
生
労
働
省
所
管
の
工
科
系
大
学
校

（
２
年
制
）
で
す
。

試
験
日　
令
和
７
年
２
月
６
日
（
木
）

試
験
会
場　
近
畿
能
開
大
京
都
校
（
舞

鶴
市
上
安
１
９
２
２
）

募
集
科　
生
産
機
械
技
術
科
、
電
子
情

報
技
術
科

試
験
内
容　
筆
記
試
験
（
数
学
Ⅰ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
）

　
　
　
　

12
月
19
日
（
木
）
～
令
和

７
年
１
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
京

都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
☎

０
７
７
３・７
５・７
６
０
９
）
へ
。

InformationInformation※ 掲載している情報は、11 月 27 日（水）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

【広告枠】

要介護認定者の方のおむつ代医療費控除

要介護認定を受けている方で、以
前の年度にもおむつ代の医療費控
除を受け、申請をして「おむつが
必要」と認定された方には、与謝
野町から「おむつ代の医療費控除
の証明」を交付します。この証明
を添えて所得税や町府民税の申告
をすると、税の計算上「医療費控
除」として一定の金額を所得から
差し引くことができます。

【認定申請の対象者】
● 12 月末現在で介護保険の要介護認定を受けている方

【認定の目安】
介護保険制度の要介護認定を受けており、次のような状態にある方
※ 介護認定時の主治医意見書などの内容に基づき判断するため、
認定できない場合もあります
● 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が
主体であるが座位を保てる程度、または１日中ベッド上で過ごし、
排泄

せ つ

、食事、着替えにおいて介助を要する程度。
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要介護認定者の方の障害者控除認定

障害者手帳などの交付を受
けていない 65 歳以上の方
で、申請をして「障害者に
準ずる」と認定された方は、
与謝野町から「障害者控除
対象者認定書」を交付しま
す。この認定書を添えて所
得税や町府民税の申告をす
ると、税の計算上「障害者
控除」として一定の金額を
所得から差し引くことがで
きます。

【認定申請の対象者】
65 歳以上の方で、介護保険の要介護認定を受けている方のうち、障害者
手帳をお持ちでない方

【認定の目安】
介護保険制度の要介護認定を受けており、次のような状態にある方
※ 介護認定時の主治医意見書などの内容に基づき判断するため、認定で
きない場合もあります
● 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体で
あるが、座位を保てる程度、または１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、
着替えにおいて介助を要する程度。
● 日常生活に支障をきたすような症状や行動、意思疎通の困難さが見られ
介護を必要とする程度。
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薬物乱用は、周囲の人から誘われて、好奇心や興味本位で手を染めるケースが多く見られます。薬物
乱用に対する理解を深め、絶対に手を出さないという自覚が大切です。

薬物乱用は「ダメ、ゼッタイ。」

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期

令和７年１月６日（月）まで
介 護 保 険 料：第７期
後期高齢者医療保険料：第６期

12月２7日（金）まで
固 定 資 産 税：第４期
国 民 健 康 保 険 税：第７期
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● 令和６年度与謝野町文化祭

与謝野町与謝野町のの文化文化とと芸術芸術がが集結集結
写
真
特
集

　
11
月
３
日
・
４
日
、
野
田
川
わ
ー
く

ぱ
る
な
ど
に
お
い
て
、「
令
和
６
年
度

与
謝
野
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
町

の
文
化
・
芸
術
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
与
謝
野
町
文
化
協
会
会

長
の
細ほ

そ

井い

昭あ
き

男お

さ
ん
が
「
今
回
、
初
め

て
参
加
す
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。日
々
、

①／ウインドオーケストラ与謝の演奏　②／展示された書道作品を鑑賞する来
場者　③／野田川太極拳教室の発表　④・⑤／展示された絵画や手芸などの作
品を鑑賞する来場者たち　⑥／フィナーレで「ふるさと」を演奏する各中学校
の吹奏楽部の生徒たち　⑦／生田流正派琇邦会による箏（こと）の演奏
⑧／ライリッシュ・オカリナＹ・Ｙのオカリナ演奏　⑨／鈴木徳四郎（すずき
とくしろう）さんの民踊

研
鑽さ

ん

し
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
限
り
文

化
祭
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
野

田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
は
、
演
奏
や
歌
、

民
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
が
行
な
わ
れ
、
出
演
者
ら
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
ま
た
、
野
田

川
体
育
館
で
は
、書
道
や
絵
画
、写
真
、

俳
句
、
生
け
花
な
ど
数
多
く
の
力
作
が

展
示
さ
れ
、
与
謝
野
町
の
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
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